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� はじめに
近年，セキュリティ対策として監視カメラを多用す

る機会が増えている．しかし，人がカメラを常時監視
することには大きな負担を要する．そのため，画像処
理技術を用いて，画像の中から監視対象物体を特定す
る研究が多く報告されている ������������	．本研究では，
特定された監視対象の動きを言語で説明する手法を提
案する．具体的には，監視対象空間を生活空間とし，そ
の空間が持つ機能と監視対象である人の動作とのイン
タラクションをとらえることにより，人物の行動を推
定し，言語で説明を行う手法を提案する．

� 提案手法
提案する手法の処理のながれを以下に示す．

������ 画像の特徴抽出
取得した動画像より画像処理技術を用いて，対象
物体の動きを表す特徴データを抽出する．

������ 特徴データの分析
�����で取得された特徴データの分析を行う．

������ 言語に基づく画像理解
�����において分析された特徴データとその空間
が持つ機能や時間情報とのインタラクションをと
らえることにより，人物行動を推定し，動画像中
の状況を言語で説明する．

システムの概要を図 
に示す．

��� 画像の特徴抽出
本研究では ����社が提供する画像処理ライブラリで

ある�������
	を利用した．利用する画像処理技術と
して，背景差分処理，色情報の抽出，膨張収縮処理，輪
郭線追跡等を行っている．
本研究では、室内における人間の行動を対象として

いる．そこで人を認識するために，肌色領域を検出し
その代表点の座標を特徴データとしてとらえた．入力
画像の背景差分をとり変化のある画素を抽出し，���
から ���に色空間を変換し，�と �を用いて肌色を
抽出し，膨張収縮処理を施した後，輪郭線追跡で人間
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図 
� システムの概要

の顔や手の領域を求めた．抽出する特徴データは領域
の重心の座標値とした．

��� 特徴データの分析
本研究では，空間のモデルを予め設定しているため，

その空間が持つ機能に応じた行動を人間はするものと
考えられる．つまり，空間内の家具等の配置が決まっ
ていれば，それを使う人間の行動はある程度予測でき，
画像中での肌色領域の変化の仕方にも，一定の変化の
仕方が見られる．よって，抽出された特徴データを画
像中の領域別に振分けラベル付けし，誤認識や未認識
の場合の許容回数を設定したうえで，それぞれの領域
ごとのラベルの連続の仕方で人間の行動を推論する．

��� 言語に基づく画像理解
人間の行動変化から得られた特徴データを分析する

ことで推論された人間の行動と，状況情報（時間的制
約，空間的制約）をも加えて言語を選択する．
本研究では，研究対象を室内の人間の行動としたが，

人間の行動は周囲の環境によってある程度推測可能と
考えられる．例えば，人間が椅子に座るという行動を
考えたとき，椅子があるから座るのであって，何もな
い床で腰をかがめることはあまりなく，椅子の上に立
つということも椅子が本来持つ機能とは異なる．同じ
椅子でも食卓にあるのか，��などが置かれた作業テー
ブルがあるのか等でも，人間が何を行う目的で座るの
かが異なる．そのように，室内の空間が持っている機
能は人間の行動を予測する上で重要な要因である．
人間の行動には日常的に行われる行動が多くあり，例

えば，食卓の椅子に座るのでも，時間帯でその目的が
朝食，昼食，夕食など様々である．よって，行動が観測
された時刻や曜日などの時間情報も重要な要因である．
以上を踏まえ，本研究では人間行動の推定にあたり，

2-303

4P-3

情報処理学会第69回全国大会



人間の行動の変化をとらえるだけでなく，その空間が
持つ機能や時間情報にも着目し，言語で説明する手法
を提案する．

� 実験
画像取得のためのカメラとして，��������の  �!"

�#$� %�を利用し，
秒間に &'フレームでとられた
動画像から 
秒間に &フレームごとに処理を行った．画
像解像度は &�'× ��'とした．
画像認識データと空間機能の制約に基づく言語によ

る解釈の様子を図 �に示す( 図 &は，動画像中の一画
面とそれに対応して生成された言語を示す．言語に対
して，図 �に示すように登録された時間情報も加味す
ることで，より詳細な状況を言語で説明することも可
能となる(

� まとめ
本研究では，まず生活空間内における人間の行動を，

取得した動画像から画像処理技術を用いて肌色領域を
検出し，特徴データを抽出した．その後，抽出された
特徴データを画像中の領域別に振り分けラベル付けし，
ラベルの連続の仕方から人間の行動を推論し，時間情
報も加えて言語で表現させた．
特に本研究では，人間の動きのみに着目しているの

ではなく，生活空間がもつ機能に着目することで，精
度の高い画像処理を必要とすることなく画像処理によ
る認識を強化させ，また状況情報にも着目することで，
より詳細な言語での説明が可能となった．これらに着
目することで画像理解を補強できると考えている．
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図 �� 画像認識の基づく言語での説明

図 &� 画像中の一画面と言語表現

図 �� その状況を示す適切な言語の選択
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